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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

本研究は、CCNファミリータンパク質に共通する分子基盤を明らかにして、再生医療や新規疾患治

療薬の開発などの応用を図る計画である。CCN2を中心としたタンパク質群の発現制御や相互作用す

る分子の解析、骨や軟骨への成長や分化との関連に関する成果を着実に挙げて質の高い国際誌に掲

載し、関連する国内外の学会等でも活発に発表を行い波及効果も大きい。研究組織は有効に機能し、

購入された設備も活用されている。計画の若干の見直しはあったが、今後の研究計画も明確である。

研究は概ね順調であり、期待された成果を挙げつつある。 

しかし、研究目標達成のためのサブテーマである応用を図る研究は、まだ基礎的である。また、

CCN ファミリーの新規シグナルコンダクターとしての位置付けも、その全貌は明確ではなく、今後

の成果が期待される。 

検証結果    本研究は、CCN ファミリータンパク質が細胞外において、その特徴的なモジュール

構造を有することから、細胞成長因子、細胞外マトリックス及び同分解酵素が結合す

ることにより細胞外シグナルネットワークのキータンパク質として機能していること

を解明したものである。タンパク質アレイ解析、Phage display 法、Yeast two-hybrid

法さらには表面プラズモン解析にて、CCN ファミリーに結合する分子群の特徴を明ら

かにし、さらにその機能を、遺伝子、タンパク質、細胞及び個体レベルで究明してお

り、骨・軟骨生物学及び関連疾患の新たな理解に結びつく成果である。一部、検討が

予定されていた変異マウスを用いた解析が行われていないが、その他はほぼ研究進捗

評価どおりの研究成果が達成されている。 

 また、研究成果を多くの質の高い国際誌に公表し、関連国際学会においても活発に

報告を行っており、国内外への波及効果も大きい。さらに、研究代表者は日本 CCN フ

ァミリー研究会を主催し、既に同研究会を４回開催しており、CCN ファミリーについ

ての情報交換や共同研究が国内外で活発に発展する仕組みづくりにも努力しているこ

とは高く評価できる。 
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